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第 6 章では，オープンアーク方式深溶込み溶接法を主として厚板軟鋼板の I 開先溶接に適用し，そ
の有用性を明らかにしているゑ。
第 7 章は本研究の総括であり，以上の研究結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，アークの発生形態とこれに伴う入熱の特性に注目して母材の溶融現象を解析し，その成
果をもとに入熱抑制形の深溶込み多電極サプマージアーク溶接法の開発とその応用についてまとめた
ものである。本法の採用によって，従来形の高能率サブマージ溶接法では適用に大きな制約のあった
高張力鋼，低温用鋼などが高能率で溶接できることが示されている。
まず，単電極平板溶接において，ピード溶込み形成現象を X線透視手法を用いて観察し，低入熱で
かつ深溶込みのピードを得るには， うもれアーク形態のアークを採用する必要があることを示してい
る。更に， うもれアーク形態が得られる条件を溶接条件などとの関連のもとに検討し，深溶込み溶接
の条件選定の指針を確立している。
次に，低入熱，深溶込みj容f妾実現の障害となるものと高温割れなどピード欠陥があることを明らか
にし，これら欠陥の生成原因の検討結果に基づき，健全な深溶込みピードを得るには，適度な面積を
有する開先を採用し かっ溶接金属の凝固状態を制御し得るように電極を適度な間隔に配置する多電
極アークが最も適していることを明らかにしている。
これらの知見に基づき，低入熱形深溶込み溶接法を提案・確立している。さらに，従来形の高能率
溶接法では適用困難な低温用アルミキルド鋼，調質高張力鋼などの溶接に本溶接法を応用し，高能率
でかっ優れた溶接継手性能が得られることを示している。
なお，本溶接法は水力発電装置， LNG 船，超高層ビルなど高性能品質を要求される分野で広く応
用され，その優秀性，有効性が実証されている。
以上のように，本論文は，深溶込み溶接込み溶接現象，溶込み形状の制御手法，および深溶込みピ
ード欠陥の発生防止手法など溶接施工上重要な多くの知見を含み 新しい多電極サプマージアーク溶
接法の開発とその応用など溶接工学に寄与するところが大きい。よって 本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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